






















































































































































































































































































































直隷北京 豫教女学堂 30 有
服部宇之吉の紹介。契約は1905年9月から約2年半、担当
科目は普通学。
佐伯園子 直隷北京 豫教女学堂 服部宇之吉の紹介。夫の信太郎は八旗高等学堂教習。
児島（某） 湖北武昌 武昌幼稚園 夫は武備学堂教習。
春山雪子
/東京府

















































堀井里子 直隷北京 北京女学堂 夫の覚太郎は明徳学堂及び経正学堂教習。
竹中多嘉
/東京府












































四川成都 淑行女塾 50 有 東京の某学校教員。契約は1906年3月から2年。
田中たか子
/石川県/34
















四川濾州 濾州女子師範学堂 50 契約は1906年5月から1907年2月まで。
前田茂子
/高知県















































四川眉州 眉州中学堂 120 契約は1906年5月から1910年1月まで。



















古田（某） 直隷北京 八旗元氏女学堂 当該女学堂の設立者は長白元氏啓蒲仙、啓梅仙。





























































































































































川島あさの子 直隷北京 私宅家庭教習 養成所卒業。













加藤なつ子 盛京鐵嶺 鐵嶺女学堂 講習所3回生卒業。
新谷まき子 盛京大連 大連女学堂 講習所3回生卒業。
















































































































































































内田正子 直隷北京 北京女学堂 夫の康哉に随行。康哉は駐清公使。







鋼島（某） 江蘇上海 務本女学堂 岡島とも記載。担当科目は英語。
円（某） 湖北武昌 湖北師範付属幼稚園 「円」は日本姓の音訳か。
岡崎千代 江蘇松江 清華女学堂 担当科目は体操。







森田国子 福建福州 福建女子職業学堂 20
清国の在住者、産婆。職務は松里島子の助手。1907、あ
るいは1908年から勤務と推定。




























































省　別 人数 省　別 人数
直隷省 45人 四川省 12人
盛京省 11人 雲南省 1人
吉林省 2人 浙江省 6人
江蘇省 17人 福建省 7人
安徽省 2人 広東省 5人





学歴･経歴 人数 学歴･経歴 人数
校　　長 1人 清国派遣女教員養成所 12人
教　　員 11人 清韓語学講習所 17人
訓　　導 4人 師範学校 2人
大学卒業 2人 高等女学校 2人
教会学校 1人 体操・音楽学校 2人
職業学校 3人 不　　詳 76人
合　　計 133人
表4　日本女性教習の勤務先
類型 人数 類型 人数
蒙養院 27人 師範学堂 16人
女子私塾 12人 家庭教習 6人
小学堂 55人 工芸院類 7人
伝習所類 5人 職業学堂 2人






























































York	 Daily	 Tribuneに掲載された‘China	 don’t	 want	 Japanese	 Teachers’という記事は「日本人が泰西の教
初野のように夫婦で教習の資格を持って渡清する例もあった25。私的ルートの場合、木村芳子や、大
野鈴子らのほか、例えば伊藤マツは、福州女子職業学校校長である施景琛が友人の福州領事館外務
書記官の岩村成允に依頼し、岩村が私的に共立女子職業学校に問い合わせ、渡清が決まった26。伊藤
を呼んだ岩村の立場を単純に私人と公人に分けにくいように、渡清ルートの公私も単純には分けが
たいが、ルートが一元的でなかったゆえに、それがむ
しろ教習の確保に繋がった側面もあったと思われる27。
第8に、図1に見える通り、日本女性教習の渡清は
1902年に始まり、1906年から1907年がピークであっ
た。1910年には渡清者が大きく減り、最終的にはほぼ
全員が帰国し、歴史の舞台から姿を消した28。その理由
は、辛亥革命が近づき、情勢が不安定にあったことに
加え、欧米の教育勢力が伸長したこと、中国側による
教習の自給体制が整備され始めたことが考えられる29。
Ⅳ．日本女性教習の活動の具体例
前章では日本女性教習の活動の特色として、渡清前の日本女性教習の学歴、渡清のルート、教育
活動の範囲、契約期間、俸給額等について述べた。それでは、このような特色を有した日本女性教
習の教育活動はそれぞれの教育現場で具体的にどのように展開したのか。以下、日本女性教習の主
要な勤務先であった蒙養院、小学堂及び女子職業学堂を対象として、五つの具体例を示したい。こ
の五つの事例を取り上げるのは、比較的まとまった史料が残されているからに他ならないが、①、
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師より低廉なる給料を以て、之を招聘するに容易なりと雖も、彼の只だ皮相浅薄なる学識により直ちに自ら以
て学者なりと信ずるの愚に在りて存す」と日本の教習を批判し、それを駐上海総領事館の内山書記が報告して
いる。内山によれば、上海だけでなく、他の都市にも西洋の「新学校」が開設され、生徒は日々増え、卒業生
の中で優秀な者を選抜して自国に留学させているため、中国の生徒は日本より西洋に憧れ、崇拝する心理が作
られているという。前掲『中国人日本留学史稿』、191頁。また、「上海ニ於ケル学校調査送付ノ件」（国立公
文書館アジア歴史資料センター所蔵、レファレンスコード：B12081886700）。
30	前掲『中国の近代教育と明治日本』、197頁。
31	李又寧、張玉法主編『近代中国女権運動史料	 1842-1911』（龍門出版社股份有限公司、1995）下冊、1055
頁。
32	「女子高等師範学校教諭戸野みちゑ第一高等学校教授稲並幸吉及同菅虎雄清国政府ノ招聘ニ応シタルノ件」
（国立公文書館アジア歴史資料センター所蔵、レンスコード：A04010074900）。
33	前掲『清末日本教習与中国教育近代化』、49頁。
34	「湖北幼稚園開辦章程」（『東方雑誌』1巻11号、商務印書館、1904）、258頁。原文は以下の通り。句読点
は筆者による。　
第一條：幼稚園因家庭教育之不完全而設，専輔小兒自然智能開導事理，涵養德性以備小學堂之基礎爲宗旨。
第二條：幼稚園重養不重學，兒童未及學齡之年皆其當期，有此蒙養將來就學自然高人一等。
③、④では先行研究を踏まえつつ、比較的入手しやすい新史料を補充し、②、⑤では積極的に新し
い史料を発掘した。
１．蒙養院での活動
①戸野美知恵、丹雪江、丹トク、武井初子と湖北幼稚園
湖北幼稚園は張之洞が提起し、湖北巡撫端方が創設した幼稚園である。同園は近代中国における
最初の公立幼稚園とされるが30、構想段階から日本の幼稚園が参照され、創設に際しては日本女性
教習が大きな役割を果たした。すなわち、清末中国では幼稚園開園の経験が乏しく、設備や教材も
なく、ことに幼児教育を実践できる保母の不足という問題があった。そこで端は、1903年、弘文学
院出身の任憲吉を幼稚園の監督に任命し、日本から教具等を購入させるとともに、日本政府を通じ
て保母を招聘させた31。日本政府がこの要請に応じたことが、4月10日付で内閣総理大臣桂太郎名に
よる教習の派遣決定の文書が作成されていることから判明する32。同年秋、戸野美知恵、丹雪江、
丹トク、武井初子の4人は官命を受けて渡清し、幼稚園の開設準備に取りかかり33、翌1904年2月に
開園した。
湖北幼稚園の総責任者として園長に任命され、幼稚園章程の起草や教育課程の設計を担当したの
は戸野であった。その「湖北幼稚園開辦章程」（全22条）は、第1条で「幼稚園は家庭教育の不完
全なるに因りて設け、専ら小児の自然智能を輔けて事理を開導し、徳性を涵養して小学堂の基礎を
備ふ」と開設の趣旨が明らかにされ、第2条で「幼稚園は養を重んじて学を重んせず、児童にして
未だ学齢の年に及ばざるもの皆其の期に当る」と方針が定められ、第3条以下で園内に開誘室、訓
話室、陳列図書玩具室等の11室を設け、保育科目は主に行儀、訓話、手技、唱歌、遊戯、日語と
し、子どもを毎日3時間預かることなどを規定している34。この章程を日本の「幼稚園保育及設備
規程」（1899年）と照合してみると、ほぼその旨趣を踏襲したものであることが分かる35。「幼稚
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35 「幼稚園保育及設備規程」（文部省令第32号）の第5条第1には「幼児ヲ保育スルニハ其心身ヲシテ健全ナル
発育ヲ遂ケ善良ナル習慣ヲ得シメ以テ家庭教育ヲ補ハンコトヲ要ス」、第2には「保育ノ方法ハ幼児ノ心身発
育ノ度ニ適応セシムヘク其会得シ難キ事物ヲ授ケ或ハ過度ノ業ヲ為サシメ又ハ之ヲ強要シテ就業セシムヘカラ
ス」とある。米田俊彦編『近代日本教育関係法令体系』（港の人、2009）、226頁。　　
36	前掲『中国の近代教育と明治日本』、198頁。
37 楊潔琼「日本教習対中国幼教事業初期発展的影響」（『学前教育研究』2、2011）。
38	厳修と大野捨吉が知り合ったのは早かった。1901年4月に厳修は大野捨吉を招聘して日本語科目を担当させ
た。「厳修与張伯苓共同教育事業的開創」（『南開大学報』1313期、2016年10月14日付、3版）。
39	前掲『厳修東游日記』、38-39頁。また、厳仁清「祖父厳修在天津創弁幼児教育的回憶」（中国人民政治協商
会議天津市委員会文史研究委員会編『天津文史資料選輯』25、天津人民出版社、1983）、48-49頁。
40	斉植璐「天津近代著名教育家厳修」、同上『天津文史資料選輯』25、16頁。
41	前掲「祖父厳修在天津創弁幼児教育的回憶」、48-49頁。
園」という名称も、当時の中国では蒙養院が通常の呼び方であったから、日本式の名称の採用と言
える。戸野は丹と武井らの協力を得て、2年にわたり同園の運営に尽力し、次いで武昌女子師範学
堂の創設にも参画した36。また、丹雪江と武井は同園に附設される「保育科」の教習も担当した。
保育科は「女子速成保育科」とも称され、幼児教習を養成する専門コースであった。詳細は不明で
あるが、丹雪江と武井は保育科で60余人の女子を対象に保育知識を教授したという37。同園の保育
科は近代中国で幼児教習を組織的に養成する最初の試みであったと目され、その開拓者的足跡をど
のように評価するかは今後の課題である。
②大野鈴子と厳氏蒙養院
貴州学政であった厳修は、戊戌変法の後、故郷の天津に戻り、教育事業、特に女子教育事業に専
念した。厳は1902年と1904	年に2度日本へ赴き、教育の制度、課程、方法等を視察・調査した。
1905年、厳は幼児教習を養成する保母講習所を開設するため、渡日時に知り合った大野鈴子を招聘
した。大野は、厳の幕僚であった大野捨吉の姪山田煌子（旧姓は大野）の妹である38。1901年大野
捨吉は厳の息子2人を連れて日本へ遊歴し、山田の義弟である田島正直の家に泊まった。山田が大
野捨吉と田島の委託を受けて厳の息子の世話をしたため、厳から格別に感謝された。こうした大野
捨吉、山田と厳の関係を通じ、大野鈴子は渡清したのであろう39。
大野の教育歴は未詳であるが、大野は同所の運営を任せられ、また保育法、音楽、体操などの授
業を担当し、受講者は約20人を数えた。また同所には教育実習のための蒙養院も附設され、天津で
最初の蒙養院として、大野はその運営も担った40。当時大野の様子について、厳修の孫である厳仁
清は以下のように追憶している41。
大野鈴子は保母講習所で保育法、音楽、ピアノ、体操、遊戯、手工などの科目を担った。大野
は中国語ができないため、日本語に堪能な厳智蠲が通訳を行った。……大野は丁寧にピアノを
教え、受講生に対する要求も非常に高かった。……受講生は卒業時、皆少なくとも進行曲を弾
け、難しい曲を弾ける者もいた。……蒙養院は実習の場である。大野は半日授業し、半日蒙養
院で受講生の実習を指導した。……大野は最初に自分でピアノを弾いて手本を見せ、唱歌や遊
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42 朱有瓛編『中国近代学制史料』（華東師範大学出版社、1989）2輯下冊、589頁。
43 前掲『中国の近代教育と明治日本』、198頁。　
44 一宮操子『蒙古土産』（実業之日本社、1909）、13-14頁。
45	同上、98-99頁。また、河原は入蒙に関して、「日本女流の雄志」（『教育時論』672号、1903年12月15日
付、「時事寓感」欄、45頁、『教育時論』86、雄松堂書店、1982）、「蒙古紀行」1-4（『婦女新聞』198-201
号、1904年2月22日、29日、3月7日、14日付、福島四郎編集『婦女新聞　第5巻　明治37年』不二出版、1982、
70、80、88、98頁）を執筆している。　　
びを教えた。その後、受講生はそれを子どもに教え、大野はそばで指導した。蒙養院の設備は
日本から購入して整えた。例えば、ピアノ、オルガン、児童の机、椅子、教具などはどれも日
本で作られたのである。……童謡も殆ど日本語から翻訳したものであり、多くは礼儀、動植物
などに関する内容である。……例えば、『雄鶏打鳴』という童謡は、北京と天津の多くの蒙養
院に伝わり、よく使われた。……物語は日本の桃太郎や小雀などがあった。
これより、大野が幼児教習の養成に実習を組み込み、その実習の場としての蒙養院が天津や北京
の幼児教育の展開に影響を及ぼしたことが窺える。
２．女子小学堂での活動
③河原操子と務本女学堂及びカラチン毓正女学堂
務本女学堂は、1902年、呉懐疚が上海に設立した中国最初の女学堂である。女学が教育の根本で
あるという意味で「務本」という42。呉は開校に際し、女性教習の招聘を下田歌子に依頼した。下
田は呉に、東京女子師範学校卒業生で横浜の大同学校に勤務する河原操子を推薦した。下田に会っ
た河原は単身渡清し、中国女子教育に従事する意を固めた43。
上海に着いた河原は、日本の小学校をモデルとし、務本女学堂の目的、科目、方法などを定め
た。河原によれば、「最初の生徒は、四十五名なりしが、其年齢及び学力の差等は、驚くべき相違
ありて、最少なるものは八九歳、最長なるものに至りては三十歳を越ゆるものさへあり」という状
況であった。これに応じるため、河原は生徒を三つの学級に分け、授業を行う方策をとった。河原
の担当科目は日本語、算数、唱歌などであり、「生徒は此等の学科に対して少なからぬ興味を有
し、熱心に勉強」し、「唱歌と会話との時間の如きは、教習をはじめ、生徒の父兄等、ことに婦人
は轎に乗り、あるいは人の肩に倚りなどして、傍聴に来るもの」もあった44。河原の努力は実り、
同学堂の評判は上がり、入学者も増えた。開学から半年後、生徒は100人を超え、河原の名は広く
知られるようにもなった。
1903年、内蒙古のカラチン王は府内で毓正女学堂の設立を計画しており、上海で実績のある河原
を招き、学堂の経営を任せることを望んだ。11月、河原は北京で駐清公使の内田康哉に面会し、教
育顧問の資格で入蒙する官命を受け、12月、カラチンに赴いた45。カラチン王は日本に「元来女子
教育は数千年の昔より此地に未だあらざる所に候へども、今幸に良師を得候へば愚頑の生徒ら御蔭
にて文化に向ふべく、而して是が全蒙古女子教育の起点たるべく候へば、洵に欣喜の至に御座候」
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46 「河原女史の名誉」（『婦女新聞』195号、1904年2月1日付、「雑報」欄、同上『婦女新聞　第5巻　明治37
年』、44頁）。中国語の原文は以下の通り。
　惟此女學本數千年所未有，今幸得良師，雖生徒愚頑，當可向化也，殊堪爲全蒙女學起點，慶矣。
47	前掲『蒙古土産』、149-155頁より抜粋。
48 「蒙古教師日本河原操子女史」（『女子世界』11期、1904、前掲『女子世界』3、1017頁）。
49	前掲『蒙古土産』、158-159頁。　　　
50	「蒙古喀喇沁王府育正女学堂学生写真並ニ製作品送付ノ件　明治三十九年一月」（国立公文書館アジア歴史
資料センター所蔵、レファレンスコード：B12081873200）。
51	刑復禮「清末日本女間諜河原操子在喀喇沁的活動」（中国人民政治協商会議内蒙古自治区委員会文史研究委
員会編『内蒙古文史資料』15、内蒙古人民出版社、1984）、128頁。
と謝意を表し、年末に開校式を行いたい旨を伝えた46。
カラチンに到着した河原は、急ぎ章程の起草に着手した。河原の作成した「毓正女学堂章程」は
17章30条からなり、目的、科目、経費をはじめ、時間割、試験、服装、懲罰などを定め、体系的で
あった。目的には「知識を発達し、身体を健全にして高尚の性情を養い、賢良の基礎を立てる」こ
とを掲げ、まず尋常科（4年）を置き、次いで高等科（4年）も開設することを計画した。また、向
学心のある者のために専修科、学力不足者のために補習科も設ける予定であった47。しかし、府内
の王女や宮女たちは、その新しさに驚き、入学して勉強するどころか、かえって反感を抱いた。カ
ラチン王はあれこれ策をめぐらしたが、最後には棒を持って無理やり彼女らを入学させた48。開校
後、「陰暦新年に入りて、学生の数はまして六十名」となり、「幼者は七八才より、年者は二十三
歳（二十歳以上のものは一人のみにて、多くは十四、五、六、七歳位なりき）」であった。河原は
生徒を習熟度別に頭班、二班、三班の3クラスに分けて教授する方法をとり、自らも半数の授業を
担当し、日本語、算術、家政、編物、体操などの科目を教えた。河原によれば、技芸が生徒の「最
も好む所」であり、中国女紅（女工）のような裁縫、編物が「他の何の科より喜び、従って又巧
み」であった。また、最も成績が芳しくなかったのは数学、算術であったが、「生徒は別に嫌う様
子もなく、熱心に勉強した」。ただ「地理歴史の観念は皆無」であったという49。第１期の卒業生
の成果として、彼女らの手芸品及び書画数十点が日本へ送付されたこともあった50。
なお、河原は3年後の1905年末に、学堂で選抜された何惠貞、于宝貞、金淑貞の3人を伴って帰国
し、下田の実践女学校に託した51。その後を任された鳥居きみ子は引き続き蒙古の女子教育振興に
努めた。
④服部繁子と豫教女学堂
豫教女学堂は、1905年、実業家の沈鈞により創設され、北京における近代女学堂の嚆矢である。
この創設に欠くことのできない役割を果たしたのが服部繁子であった。沈は当時、夫の宇之吉とと
もに北京にいた繁子を招聘し、学堂章程の起草、教習の招聘、課程の編成、科目の決定など、学務
全般を任せた。繁子は佐伯園子、加美田操子を招聘し、亀田操子、服部升子らも相次いで加入し、
教習陣の充実を図った52。　　
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52 服部繁子「北京の女学界」（『女鑑』第16年1号、1906年1月1日付、「女鑑新聞」欄、3号3面、中嶌邦監修
『女鑑』第59巻、大空社、1993）。
53	「豫教女学堂章程」（『東方雑誌』2巻12号、商務印書館、1906、336頁）。
54 増井経夫「秋瑾女士の思い出」（『季刊東西交渉』1巻3号、1982）。
55 服部繁子「支那婦人の特質」（『女学世界』12巻7号、1912、『女学世界　明治期復刻版 』柏書房株式会
社、2011、101頁）｡　
56	前掲『日本教習』、118-119頁。
57	福建省政協文史資料委員会編『文史資料選編』（福建人民出版社、2000）第1巻、371-372頁。
58	同上、372頁。また、1907年8月26日付の『婦女新聞』381号の「女学界」欄において、「清国派遣女教員養
成所」と題して、第1回卒業生の務める場所を述べた。具体的には以下の通りである。前掲『婦女新聞　第8巻 
明治40年』、294頁。　　　
　	清国派遣女教員養成所　東洋婦人会附属同所卒業生大杉春子氏は、漢口武昌張之洞総督の家庭教師に、同卒
業生松里島子氏は、福建省女子職業学校教習にいづれも近日派遣せらるゝ由、因に同所にては来る九月新学
期に生徒を募集せり。　
繁子が起草した「豫教女学堂章程」（全18章55条）によれば、「本学堂は中等以上の女子に普通
教育及び高等普通教育を施し、賢母良婦を養成することを以て目的」として、修業年限4年の尋常
科（満6歳以上）と高等科（満10歳以上）を設けた。尋常科には修身、国語、算数、歴史、地理、
図画、声歌、遊芸及体操、裁縫及刺繍の9科目を置き、高等科には尋常科の9科目に加えて、格致、
家事、外国文を置いた53。
豫教女学堂の授業の様子は明らかではないが、授業は多くの場合、中国語と日本語の両方で行わ
れていたようである。繁子自身は在清中に中国語を覚え、中国語に通暁していたが54、「支那語の
不達者な教師ですと、込いった講義は黒板へ漢文で書き示す」という方法で授業を進めていたと
回想している55。教習の教授法は、繁子がいう漢文の板書のほか、中国語未習得の教習に通訳を配
し、日本語による授業を中国語も通訳して生徒に伝えられた。これを汪向栄は「二重講義の間接教
授法」と呼んでいる56。この教授法は、厳氏保母講習所の大野鈴子もこれを用い、少なからぬ日本
教習が用いる方法であっただろう。
３．女子職業学堂での活動
⑤松里島子、森田国子と福建女子職業学堂
1905年10月、福州の名士である陳宝琛らは、現地の学務に関する情報と意見の交換のために、
「閩省学会」の設立を発起した。翌年2月、「閩省学会」は「福建教育総会」と改称され、積極的
に教育事業を推進した。この時運に乗って、1907年4月に福建女子職業学堂が創設された。陳宝琛
は名誉堂長の任に当たり、陳の妻である王眉寿がその運営を司った57。
開学当初は刺繍、造花という2科目を設置し、合計50名の女生徒を募集した。また、具体的な招聘
ルートは不明であるが、同学堂は東洋婦人会の清国派遣女教員養成所の1回生松里島子を招聘し58、
同時に清国在住の産婆であった森田国子を雇い、松里の助手とした。福建女子職業学堂は中流以上
の家庭出身の女子を対象とし、中国の「婦人ハ久シク儒教ノ弊習ニ染ミ、深窓ニ蟄居シ、因循為ス
ナキヲ以テ徳トシ、其陋風今日ニ至リテ醒メス」という状況下にあって、「宜シク新教育ヲ施シ、
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59 前掲「清国福州女子職業学校状況同地領事ヨリ報告　明治四十一年二月」。
60 徐暁望『福建通史』（福建人民出版社、2006）5、263-264頁。
61 前掲「河原女史の名誉」。
有為ノ文明婦人ヲ養成」することを目指した。学堂の修業年限は2年であり、開設科目について、
中国人教習の担当した国文、作文以外に、編物、刺繍、造花、日本語などの科目は全て松里島子、
森田国子が担当した。生徒は「年齢ハ十五歳ヨリ三十歳ニ至リ、学力ハ小学卒業位ノ程度ニシテ、
生徒一半ハ有夫ノ婦人」であり、開学後は「土日曜両日ニ帰宅」でき、「平素寄宿住居ナリ」と定
められた。それらの女生徒は元来「学術等ニハ重キラ置カザレドモ」、その「洋漢折衷ノ手工」類
の科目に特に興味を持ち、それゆえ「進歩早々遥カニ日本婦人ノ上ニアリ」、「思想緻密忍耐力
アリ、女子ノ職業ハ尤モ適当」と称賛された。また慣例では、4ヶ月の習業を終えると、学堂は展
示会を開き、彼女らの編物類、刺繍、造花などの作品を学堂内外の人々の観覧に供した59。なかで
も、1909年6月の第1回卒業生は30人であり、そのうち、曾明は成績が最も優れ、学堂の助手に抜擢
されたが、彼女の「馬」という刺繍作品は、1915年米国のサンフランシスコ万国博覧会で最優秀賞
を獲得し、今は北京の故宮で保管されているという60。
おわりに
以上、本稿では、清末、中国女子教育の草創期に渡清した日本女性教習を取り上げ、彼女らの清
国での活動及びその特色等について考察を行った。以下では、これまでの考察をふまえ、日本女性
教習に対する評価について若干の見解を示したい。
まず、今日から見れば、当時の日本女性教習が担当した科目はたいした内容ではなかったという
見方もできるが、草創期における中国女子教育の発展に果たした役割は無視できない。彼女らの多
くは日本で師範教育を含む中等以上の教育を受けたか、あるいは教職の経験を有し、中国各地で女
子教育機関の立ち上げに関わり、経営に参与した。本稿では限られた例を示した過ぎないが、戸野
美知恵、河原操子といった一部の教習は、単に一教習として授業を担当しただけでなく、蒙養院や
学堂章程の起草に指導的役割を果たし、教育組織の設計、教育課程の編成なども行った。また、一
部の蒙養院や学堂での日本女性教習の取り組みは、周囲に影響を与えていった。それは河原操子を
招いたカラチン王がその実践を「教育の起点」と評したことによく表れている61。
また、日本女性教習の教育活動は、当時家庭内に縛られ、女徳倫理を生涯の一切とした中国の女
性観に衝撃を与え、中国の中上流家庭の女子が家庭から出て、近代教育を受けることを可能にし、
彼女らが外部世界に触れるためのプラットフォームを提供した。もちろんそれら中上流家庭の女子
は当時の2億人の中国女性を必ずしも代表できないが、日本女性教習の教育活動が草創期における
中国女子教育を先導したことは否めない。
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なお、日本女性教習が教育の組織や課程の整備だけでなく、教育の理念や価値、特に日本の「良
妻賢母」式教育の普及についてもそれを促す役割を果たしたであろうことについては、今後、稿を
改めて論じたい。　　　　　　　　　　　
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